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　編集サイドからの要望もあり、今回はハドリアヌスの城壁について書きます。２世紀前
半に古代ローマのハドリアヌス帝によって築かれた城壁で、全長は117 km、イギリスにあ
る最大のローマ遺跡です。1987年に世界遺産に登録されました。
　今年スコットランドの独立問題が話題となりましたが、イギリスとスコットランドの境
界は、この城壁が歴史的淵源となっています。マルグリット・ユルスナールは歴史小説『ハ
ドリアヌス帝の回想』で、「この島のもっとも狭くくびれた部分に城壁を築いて島を二分し、
ローマの支配のいきとどいた肥沃な南の地域を北方民族の襲撃から守るために役立てた」
と書いています。
　カーライルから１日３便しかない路線バスで１時
間半、最も保存状態がいいと言われるハウスステッ
ズに向かいました。最寄りのバス停で降りたのは
私一人、放牧された羊たちの姿しか見えない草原
の一本道を15 分ほど歩いて城壁に着きました。万
里の長城の規模を想像していたのですが、目にし
た遺跡は予想していたものより小ぶりな印象を受
けました。ローマの衰亡とともに城壁は打ち捨て
られ、その後は恰好の採石場として、長い歳月、
石が持ち去られ続けたのです。ローマ学の盛んな
イギリスだけあって、現在は見事な修復がなされ
ており、往時をしのぶことができました。

　建設当時の城壁は、万里の長城に勝るとも劣ら
ない重層的な構造だったようです。塩野七生さん
の『ローマ人の物語ＩＸ　賢帝の世紀』によれば、
城壁の外側に幅９m、深さ９mのＶ字形の塹壕が掘
られ、石壁は高さ４～６ m、厚さは３ m あったそ
うです。城壁の内側にはローマ式の街道が通り、
さらに高さ３m、幅６m の土塁が２本作られ、その
間には、幅・深さともに６m の塹壕が掘られてい
ました。また１ km半毎に見張り用の砦が築かれ、６
km間隔に設けられた要塞には、五百人から千人の
ローマ兵が配備されていました。まさに鉄壁の防
御設備でした。これらの砦や要塞はもちろん、兵
舎や倉庫、浴場などの遺跡も、城壁に沿って残っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていました。
　ハドリアヌス帝はスペイン・セビージャの近郊、イタリカの出身です。そして帝国の防
衛力を整備するため、広大な古代ローマ帝国をくまなく巡察し、北限の国境としてこの城
壁を築きました。
　ヨーロッパとは古代ローマ帝国の遺産だ、とい
う言い方があります。チャーチルはブリタニア（イ
ギリス）が古代ローマに征服されたことをむしろ
名誉ととらえ、ドイツとの違いを強調したそうです。
　私がこの城壁を訪れたのは 2011年５月、滞在中
のスペインからです。そんなこともあり、ハドリ
アヌス帝はこの地で、スペインからの遙かな道の
りに想いを馳せたのではないか、そんな夢想を勝
手に楽しみました。

注：ハドリアヌスの城壁の世界遺産は、2005 年にドイ

ツのゲルマニア防壁（リメス・ゲルマニクス）が追加

されて、ローマ帝国の国境線と件名が変更されました。
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